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広報きほう  10 月号 災害臨時号

KIHO

台風12号の影響により、熊野川が氾濫し国道42号が浸水。
被害状況の確認に向かう、町と国土交通省の職員。その後、
被害は想像を超えるものとなった。（写真は成川下地地区）

台風
町を襲った



台風12号　2011.08.30～ 09.05

紀宝を襲う記録的

大
型
で
速
度
遅
く

記
録
的
豪
雨
と
な
っ
た

台
風
12
号

　

８
月
25
日
９
時
に
マ
リ
ア
ナ

諸
島
の
西
の
海
上
で
発
生
し
た

台
風
12
号
は
、
発
達
し
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
と
し
た
速
さ
で
北
上

し
、
９
月
２
日
に
四
国
地
方
に

接
近
、
３
日
10
時
前
に
は
高
知

県
東
部
に
上
陸
し
ま
し
た
。

　

大
型
で
、
さ
ら
に
動
き
が
遅

か
っ
た
た
め
、
長
時
間
に
わ
た

っ
て
台
風
周
辺
に
非
常
に
湿
っ

た
空
気
が
流
れ
込
み
、
西
日
本

か
ら
北
日
本
に
か
け
て
山
沿
い

を
中
心
に
広
い
範
囲
で
大
雨
と

な
り
ま
し
た
。
特
に
紀
伊
半
島

で
は
降
り
始
め
の
８
月
30
日
５

時
か
ら
の
総
降
水
量
が
多
い
と

こ
ろ
で
１
８
０
０
㎜
を
超
え
る

な
ど
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
た
め
紀
宝
町
で
は
、
熊

野
川
・
相
野
谷
川
・
井
田
川
・

神
内
川
が
氾
濫
し
、
土
砂
災

害
、
浸
水
な
ど
が
起
こ
り
、
広

い
範
囲
で
床
上
・
床
下
浸
水
な

ど
の
住
家
被
害
、
田
畑
の
冠
水

な
ど
の
農
林
水
産
業
へ
の
被

害
、
鉄
道
運
休
な
ど
の
交
通
障

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

台
風
12
号
は
、
町
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

掲
載
写
真

❶
旧
熊
野
大
橋
を
越
え
た
熊
野

川
の
濁
流
。（
４
日
６
時
16
分

撮
影
）
❷
�
熊
野
川
が
氾
濫

し
、
成
川
地
区
の
国
道
42
号
は

浸
水
す
る
。（
４
日
６
時
６
分

撮
影
）
❸
大
里
永
田
地
区
で
川

の
氾
濫
状
況
を
監
視
す
る
町
職

員
と
消
防
団
員
。
こ
の
後
、
写

真
奥
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
隠
れ

る
ほ
ど
浸
水
す
る
。（
３
日
17

時
撮
影
）
❹
大
里
地
区
と
井

内
地
区
は
ま
る
で
湖
の
よ
う

に
浸
水
。（
４
日
11
時
33
分
撮

影
）
❺
成
川
飯
盛
地
区
の
農
協

付
近
も
浸
水
。（
４
日
７
時
30

分
撮
影
）
❻
水
が
引
き
始
め
た

成
川
下
地
地
区
。（
４
日
12
時

20
分
撮
影
）
❼
❽
�
高
岡
地
区

の
輪
中
堤
（
高
さ
９
・
４
ｍ
）

を
超
え
て
集
落
へ
浸
水
す
る
様

子
。
こ
の
後
、
相
野
谷
川
の
水

位
は
10
ｍ
を
超
え
た
。（
３
日

17
時
10
分
撮
影
）
❾
高
岡
地
区

の
避
難
所
も
浸
水
し
た
た
め
山

道
を
抜
け
て
避
難
。
�
鵜
殿
地

区
の
コ
ン
ビ
ニ
前
の
国
道
42
号

も
浸
水
。（
４
日
５
時
34
分
撮

影
）
�
高
岡
地
区
の
輪
中
堤
内

で
は
、
２
階
が
隠
れ
る
ほ
ど
浸

水
す
る
。（
４
日
12
時
７
分
撮
影
）

【
❶
❷
�
写
真
：
紀
南
河
川
国
道
事
務

所
提
供
】

豪雨
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河
川
氾
濫
や
土
砂
崩
れ

な
ど
で
被
害
拡
大

　

台
風
12
号
に
伴
う
記
録
的
豪

雨
で
、
和
歌
山
、
奈
良
、
三
重

の
紀
伊
半
島
を
中
心
に
河
川
の

氾
濫
や
土
砂
災
害
な
ど
の
被
害

が
拡
大
し
ま
し
た
。

　

氾
濫
し
た
相
野
谷
川
の
水
位

が
過
去
最
高
の
10
ｍ
を
超
え
る

も
の
と
な
っ
た
た
め
、
濁
流
が

高
岡
、
大
里
、
鮒
田
の
各
地
区

に
あ
る
輪
中
堤
（
高
さ
９
・
４

ｍ
）
を
超
え
て
浸
水
。
高
岡
の

輪
中
堤
で
は
、
一
部
が
根
こ
そ

ぎ
倒
れ
ま
し
た
。

　

一
時
、
土
砂
災
害
に
よ
り
孤

立
集
落
も
存
在
し
た
た
め
、
陸

上
自
衛
隊
と
警
察
、
消
防
、
海

上
保
安
庁
に
よ
る
救
助
活
動
と

安
否
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

床
上
・
床
下
浸
水
、
道
路
の

通
行
止
め
、
電
話
回
線
の
不

通
、
停
電
、
断
水
な
ど
、
生
活

機
能
が
完
全
に
麻
痺
し
た
状
態

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

９
月
16
日
ま
で
に
判
明
し
た

死
者
は
三
重
県
２
人
（
う
ち
紀

宝
町
１
人
）、
和
歌
山
県
47
人
、

奈
良
県
８
人
で
、
全
国
で
は
67

人
に
上
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

行
方
不
明
者
は
、
全
国
で
26
人

（
う
ち
紀
宝
町
１
人
）
に
上
っ

て
い
ま
す
。（
消
防
庁
資
料
よ
り
）

被害
掲
載
写
真

❶
上
空
か
ら
見
る
と
、
山
間
部

に
は
い
く
つ
も
土
砂
崩
れ
の
形

跡
が
存
在
す
る
。
❷
浸
水
し
た

た
め
、
大
量
の
災
害
ご
み
が
発

生
。
❸
神
内
地
区
で
も
土
砂
崩

れ
が
発
生
。
民
家
を
襲
っ
た
。

❹
避
難
所
と
な
っ
た
相
野
谷

中
学
校
体
育
館
。
最
大
時
で

74
人
が
避
難
。
❺
�
高
岡
地

区
の
輪
中
堤
。
濁
流
は
高
さ

９
・
４
ｍ
の
堤
防
を
越
え
、
一

部
を
根
こ
そ
ぎ
倒
し
た
。
❻
❽

土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
集
落
が

の
み
こ
ま
れ
た
高
岡
地
区
。
❼

�
土
石
流
に
乗
み
込
ま
れ
た
浅

里
和
田
地
区
。
自
衛
隊
員
に
よ

る
行
方
不
明
者
の
捜
索
が
行
わ

れ
た
。
❾
浅
里
地
区
か
ら
自
衛

隊
の
ヘ
リ
で
救
助
さ
れ
た
住
民

ら
。
�
濁
流
に
押
し
流
さ
れ
、

電
柱
を
な
ぎ
倒
し
止
ま
っ
た
納

屋
。
大
里
地
区
。
�
土
砂
崩
れ

が
発
生
し
た
浅
里
地
区
。
民
家

が
飲
み
込
ま
れ
た
。
�
道
路
が

崩
落
し
た
成
川
上
地
地
区
。
�

大
里
地
区
で
救
助
活
動
を
行
う

三
重
県
警
。
�
大
里
津
本
地
区

を
視
察
し
、
西
田
町
長
か
ら
説

明
を
受
け
る
野
田
首
相
と
鈴
木

三
重
県
知
事
。（
９
月
９
日
）

【
❼
❾
�
写
真
：
陸
上
自
衛
隊
久
居
駐

屯
地
広
報
室
提
供
】

豪雨による甚大な
台風12号　2011.08.30～ 09.05
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台
風
12
号
の
概
要

　

８
月
25
日
９
時
に
マ
リ
ア
ナ

諸
島
の
西
の
海
上
で
発
生
し
た

台
風
12
号
は
、
発
達
し
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
と
し
た
速
さ
で
北
上

し
、
28
日
に
は
強
風
半
径
が
５

０
０
㎞
を
超
え
て
大
型
の
台
風

と
な
り
、
30
日
に
は
中
心
気
圧

が
９
６
５
hPa
、
最
大
風
速
が
35

ｍ
／
ｓ
と
い
う
大
型
で
強
い
台

風
と
な
り
ま
し
た
。

　

台
風
は
、
そ
の
後
も
ゆ
っ
く

記
録
的
な
雨
量

　

８
月
30
日
17
時
か
ら
の
総

降
水
量
は
、
紀
伊
半
島
を
中

心
に
広
い
範
囲
で
１
０
０
０

㎜
を
超
え
、
奈
良

県
上
北
山
村
上
北

山
で
総
降
水
量
は

１
８
１
１
・
５
㎜

と
な
る
な
ど
、
総

降
水
量
が
年
間
降

水
量
平
年
値
の
６

割
に
達
し
た
と
こ

ろ
も
あ
り
、
紀
伊

半
島
の
一
部
の
地

域
で
は
解
析
雨
量

で
２
０
０
０
㎜
を

超
え
る
な
ど
、
記

録
的
な
大
雨
と
な

り
ま
し
た
。

り
と
し
た
速
度
で
北
上
を
続

け
、
30
日
に
小
笠
原
諸
島
付
近

で
進
路
を
一
旦
西
に
変
え
た

後
、
９
月
２
日
に
は
暴
風
域
を

伴
っ
た
ま
ま
北
上
し
て
四
国
地

方
に
接
近
し
、
３
日
10
時
前
に

高
知
県
東
部
に
上
陸
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
台
風
は
ゆ
っ
く

り
と
北
上
し
て
四
国
地
方
、
中

国
地
方
を
縦
断
し
、
４
日
未
明

に
日
本
海
に
進
み
、
５
日
15
時

に
日
本
海
中
部
で
温
帯
低
気
圧

と
な
り
ま
し
た
。　

避
難
に
つ
い
て

　

道
路
の
通
行
止
め
や
浸
水
な

ど
の
影
響
に
よ
り
、
ピ
ー
ク
時

の
４
日
５
時
現
在
で
は
、
３
４

０
５
世
帯
７
４
３
２
人
を
対
象

に
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
ま
し

た
。
避
難
所
は
ま
な
び
の
郷
や

小
学
校
な
ど
19
か
所
に
開
設
。

自
主
避
難
を
含
め
、
約
１
０
０
０

人
が
避
難
し
ま
し
た
。

　

避
難
所
の
中
に
は
、
想
像
を

超
え
る
水
に
襲
わ
れ
、
浸
水
し

以
来
の
国
内
の
観
測
記
録
で

あ
る
１
３
２
２
㎜
（
宮
崎
県

美
郷
町
神み

か
ど門
）
を
上
回
っ
た

の
を
始
め
、
北
海
道
か
ら
四

国
地
方
に
か
け
て
の
多
く
の

地
点
で
観
測
史
上
１
位
を
更

新
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
宮
市
新
宮
で
は
、

４
日
３
時
57
分
ま
で
の
１
時
間

に
１
３
２
・
５
㎜
と
な
る
観
測

史
上
最
多
の
雨
を
記
録
し
て
い

ま
す
。

　

紀
宝
町
内
で
は
、
１
時
間
降

水
量
（
最
大
値
）
が
、川
原
（
鵜

殿
）
で
１
１
４
㎜
（
４
日
４
時

ま
で
）、
役
場
本
庁
舎
で
１
０

９
㎜
（
４
日
４
時
ま
で
）、
桐

原
で
92
㎜
（
４
日
３
時
ま
で
）、

平
尾
井
で
69
㎜
（
４
日
３
時

ま
で
）
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

（
注
：
桐
原
・
平
尾
井
・
相
野
谷
・

川
原
の
各
観
測
所
で
は
、
停
電

や
水
没
な
ど
に
よ
り
途
中
よ
り

測
定
不
能
に
な
り
ま
し
た
。）

　

熊
野
川
の
水
位
は
、
国
土
交

通
省
紀
南
河
川
国
道
事
務
所
に

よ
る
と
、
和
歌
山
県
新
宮
市
相

賀
の
水
位
観
測
所
で
４
日
２
時

50
分
に
18
・
77
ｍ
を
観
測
。
１

９
５
９
年
９
月
の
伊
勢
湾
台
風

来
襲
時
の
16
・
４
ｍ
を
大
幅
に

上
回
る
過
去
最
高
を
記
録
し
ま

し
た
。
以
降
は
観
測
不
能
と
な

り
、
水
位
は
さ
ら
に
上
昇
し
た

可
能
性
が
高
い
と
の
こ
と
。

　

な
お
、
奈
良
県
上
北
山
村

上
北
山
で
は
最
大
72
時
間
降

水
量
が
１
６
５
２
・
５
㎜
と
、

昭
和
51
年
か
ら
の
統
計
開
始

て
し
ま
う
箇
所
も
あ
り
、
山
を

越
え
て
近
隣
民
家
へ
避
難
す
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

浅
里
地
区
に
関
し
て
は
、
２

日
20
時
か
ら
停
電
し
、
２
日

22
時
30
分
、
道
路
も
冠
水
に

よ
り
通
行
止
め
と
な
り
、
ピ

ー
ク
時
に
は
防
災
行
政
無
線
、

固
定
電
話
、
携
帯
電
話
が
繋

が
ら
な
く
な
り
、
連
絡
を
取

ろ
う
に
も
取
れ
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
土
砂
崩
れ
が
発
生

し
、
９
月
18
日
現
在
に
お
い
て

も
行
方
不
明
１
名
の
捜
索
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

特集 ： 町を襲った台風１２号

多大な被害をもたらした

台風 12 号概要

主な期間降水量
（８月 30 日午後５時から９月６日までの各測定所の総降水量）

奈良県上北山 1811.5㎜
三重県宮川 1630.0㎜
和歌山県色川 1186.0㎜

主な１時間降水量
（８月 30 日から９月６日までの各観測所の最大値）

和歌山県新宮 132.5㎜ ４日 ３時 57 分まで

三重県熊野新鹿 101.5㎜ ４日 ５時 02 分まで

三重県御浜 92.5㎜ ４日 ３時 20 分まで

※ 精査により数値が更新される可能性があります。
※ 気象庁資料より

地区 施設名 避難者数
井田 井田小学校 １１
神内 保健センター ３

成川
上地多目的集会施設 ３６
成川保育所 ７２
飯盛保育所 １５

鮒田
御船浄水場 ７６
鮒田水門管理棟 １３
牛鼻神社社務所 １１

高岡
高岡避難所
 →近隣民家へ避難 １９

明和小学校 ９

大里 ふるさと資料館 １６
相野谷中学校 ４４

井内 井内青年クラブ 
 →近隣民家へ避難 ２

平尾井 平尾井高齢者生産活動センター ２

鵜殿

鵜殿小学校 １３１
役場本庁舎 ８９
まなびの郷 ３９０
福祉センター ７７
第４分団消防車庫 ２０

合計 １, ０３６

避難者数（ピーク時） （９月４日５時現在）

台
風
12
号
対
応
の
経
過
（
概
要
）

17
：
15

紀
宝
町
に
波
浪
警
報
が
発
令

12
：
50

大
雨
・
暴
風
警
報
が
紀
宝
町
に
発
令
。
災
害
対
策
本
部
設
置

14
：
19

紀
宝
町
に
洪
水
警
報
が
発
令

15
：
00

県
道
紀
宝
川
瀬
線
（
高
岡
～
大
里
間
）
が
冠
水
に
よ
り

通
行
止
め

15
：
41

高
岡
第
１
陸り
っ
こ
う閘

が
全
閉
。
全
閉
に
伴
い
相
野
口
永
田
線

の
一
部
を
通
行
止
め

17
：
00

高
岡
地
区
向
清
水
団
地
に
避
難
勧
告
を
発
令

21
：
10

大
里
陸
閘
を
全
閉

22
：
50

大
里
地
区
と
浅
里
地
区
に
土
砂
災
害
注
意
情
報
が
発
令

23
：
35

高
岡
第
２
陸
閘
を
全
閉

00
：
42

弁
慶
橋
陸
閘
を
全
閉

１
：
00

大
里
（
深
田
）
地
区
に
避
難
勧
告

２
：
40

大
里
（
津
本
）
地
区
、
鮒
田
、
成
川
（
下
地
、
中
村
、

上
地
）
地
区
、
鵜
殿
（
２
・
３
組
）
地
区
に
避
難
勧
告

を
発
令

３
：
25

消
防
団
全
分
団
を
招
集

５
：
00

高
岡
（
向
清
水
団
地
・
清
水
畑
）、
大
里
（
津
本
）、
鮒

田
全
域
に
避
難
指
示
を
発
令

５
：
45

高
岡
全
域
と
大
里
（
永
田
・
津
本
・
大
里
西
・
大
里
東
）

に
避
難
指
示
を
発
令

６
：
30

県
道
熊
野
鵜
殿
線
の
一
部
（
岡
下
商
店
～
倉
本
橋
）
が

通
行
止
め

８
：
45

避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
て
い
た
成
川（
上
地
・
中
村
・
下
地
）、

鵜
殿
（
２
組
・
３
組
）
の
地
域
に
避
難
指
示
を
発
令
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県
宮
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三
重

県
御

浜

三
重

県
熊
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新

鹿

和
歌

山
県

新
宮

13
2.5

㎜
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1.5

㎜

92
.5㎜

89
㎜

88
㎜ 92

㎜

69
㎜

11
4㎜

10
9㎜

８
月
31
日
㈬

９
月
２
日
㈮

９
月
３
日
㈯

16
：
36

紀
宝
町
に
発
令
さ
れ
て
い
た
暴
風
警
報
が
解
除
さ
れ
、

強
風
注
意
報
が
発
表
。
大
雨
・
洪
水
・
波
浪
警
報
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
発
令
中

16
：
50

高
岡
地
区
、
相
野
谷
川
の
水
位
が
９
．
４
２
ｍ
と
な
り

輪
中
堤
の
天
端
高
で
あ
る
９
．
４
ｍ
に
到
達

17
：
00

紀
宝
町
に
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
令

17
：
10

鮒
田
、
高
岡
、
大
里
地
区
に
水
位
情
報
と
避
難
指
示
に
つ

い
て
防
災
無
線
に
て
再
周
知
。
高
岡
水
位
：
９
・
４
ｍ
超

え
（
輪
中
堤
に
水
が
入
っ
て
き
て
い
る
箇
所
が
あ
る
）

18
：
39

鵜
殿
地
区
全
域
に
避
難
指
示
を
発
令

19
：
45

国
道
42
号
線
（
矢
渕
中
学
校
前
～
新
宮
市
速
玉
大
社
前

交
差
点
）
が
通
行
止
め

３
：
00

成
川
（
飯
盛
一
部
）、
神
内
（
一
部
）
に
避
難
指
示
を
発
令

４
：
00

自
衛
隊
に
災
害
派
遣
要
請

10
：
15

自
衛
隊
４
中
隊
役
場
到
着
・
活
動
開
始

12
：
32

紀
宝
町
に
発
令
さ
れ
て
い
た
波
浪
警
報
が
解
除

14
：
50

町
内
の
水
道
が
断
水

16
：
00

災
害
救
助
法
適
用

22
：
00

国
道
42
号
線
（
矢
渕
中
学
校
前
～
新
宮
市
速
玉
大
社
前

交
差
点
）　

の
通
行
止
め
が
解
除

23
：
30

町
、
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
で
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

４
者
会
議

５
：
32

紀
宝
町
に
発
令
さ
れ
て
い
た
洪
水
警
報
が
解
除
。
引
き

続
き
、
紀
宝
町
に
大
雨
警
報
、
洪
水
注
意
報
、
雷
注
意

報
が
発
令
中

９
：
19

紀
宝
町
に
発
令
さ
れ
て
い
た
大
雨
警
報
が
解
除
さ
れ
、

大
雨
注
意
報
が
発
令

17
：
00

避
難
指
示
か
ら
避
難
勧
告
へ
（
高
岡
・
鮒
田
・
大
里
）

避
難
指
示
解
除
（
成
川
・
神
内
一
部
・
鵜
殿
）

14
：
30

避
難
勧
告
解
除
（
高
岡
・
鮒
田
・
大
里
）

９
月
４
日
㈰

９
月
５
日
㈪

９
月
７
日
㈬
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気仙沼市からボランティアに！

恩
返
し
の
気
持
ち
で

や
っ
て
き
ま
し
た

　

こ
ち
ら
に
は
、
紀
宝
町
役
場

の
方
が
気
仙
沼
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
来
て
く
れ
た
の
が
き
っ
か

け
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
恩
返

し
の
気
持
ち
を
込
め
て
。

　

紀
宝
町
が
ニ
ュ
ー
ス
に
出
て

る
の
を
見
た
時
は
、
み
な
さ
ん

の
安
否
が
心
配
で
、
す
ぐ
に
で

も
駆
け
つ
け
た
い
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

気
仙
沼
は
今
も
、
地
盤
沈
下

が
ひ
ど
く
、
復
興
は
ま
だ
ま
だ

の
状
態
で
す
。

　

私
の
経
験
か
ら
、
紀
宝
町
の

み
な
さ
ん
に
は
、
ス
ト
レ
ス
を

溜
め
ず
に
誰
か
に
話
し
て
く
だ

さ
い
と
伝
え
た
い
で
す
。
誰
か

に
話
を
す
る
と
、
す
ご
く
気
持

ち
が
楽
に
な
る
ん
で
す
よ
。
だ

か
ら
、
辛
い
こ
と
や
悲
し
い
こ

と
を
自
分
ひ
と
り
で
抱
え
こ
ま

ず
に
、
誰
か
に
話
し
て
く
だ
さ

い
。
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
。

畠
は た け や ま

山 枝
え り

理 さん
宮城県気仙沼市

各市町から行政支援に！

1
日
も
早
い
復
興
を

こ
こ
ろ
か
ら
願
っ
て
い
ま
す

　

９
月
８
日
か
ら
17
日
ま
で
の

10
日
間
、
大
紀
町
役
場
か
ら
派

遣
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

被
災
し
た
紀
宝
町
は
、
テ
レ

ビ
で
見
る
よ
り
ひ
ど
く
、
匂
い

や
ほ
こ
り
も
あ
っ
て
、
言
葉
に

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

紀
宝
町
で
は
、
家
屋
の
消
毒
作

業
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
み
な
さ
ん

被
災
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

や
さ
し
い
笑
顔
で
心
を
こ
め
て

「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く
れ

る
の
に
は
グ
ラ
っ
と
き
ま
す
ね
。

お
手
伝
い
が
で
き
て
本
当
に
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
困
っ
た
時

は
お
互
い
さ
ま
で
す
よ
ね
。
助
け

合
っ
て
い
か
な
い
と
。

　

こ
れ
か
ら
も
大
変
な
日
々

が
続
く
と
思
い
ま
す
が
、
紀

宝
町
の
み
な
さ
ん
の
1
日
も

早
い
復
興
を
こ
こ
ろ
か
ら
願

っ
て
い
ま
す
。

大
お お に し

西 喜
よ し ひ ろ

大 さん
三重県大紀町役場職員

支
え
合
う
こ
こ
ろ

や
さ
し
い
気
持
ち
に

紀
宝
町
は
支
え
ら
れ
て
い
る

　

紀
宝
町
は
、
台
風
12
号
の
影

響
に
よ
り
今
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
大
規
模
か
つ
深
刻
な

被
害
に
遭
い
ま
し
た
が
、
総
力

を
挙
げ
て
災
害
復
旧
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
な
か
、
全
国
各
地
か

ら
や
さ
し
い
気
持
ち
が
た
く
さ

ん
届
い
て
い
ま
す
。

　

紀
宝
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
元
の
方
を
は

じ
め
遠
く
は
北
海
道
な
ど
、
県
内

外
か
ら
多
く
の
み
な
さ
ま
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
９
月
18
日

現
在
累
計
で
２
，
２
６
３
人
の
登

録
が
あ
り
、
連
日
浸
水
し
た
家
屋

の
片
づ
け
な
ど
の
支
援
に
尽
力

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
・
県
を
は
じ
め
各

種
団
体
か
ら
、
数
多
く
の
方
々

が
駆
け
つ
け
、
給
水
活
動
や
家

屋
の
消
毒
、
事
務
手
続
き
の
援

助
な
ど
に
つ
い
て
、
行
政
支
援

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

支
援
物
資
も
全
国
各
地
か

ら
、
食
料
や
日
用
品
・
衣
類
な

ど
が
た
く
さ
ん
届
い
て
お
り
、

送
っ
て
い
た
だ
い
た
物
資
は
、

自
主
防
や
民
生
委
員
な
ど
を
通

し
て
、
避
難
所
や
要
援
護
者
な

ど
へ
、
く
ま
な
く
迅じ

ん
そ
く速
に
支
給

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

全
国
各
地
か
ら
届
け
ら
れ
た

物
心
両
面
か
ら
の
暖
か
い
支
援

と
、
支
え
合
う
こ
こ
ろ
の
連
携
が

今
の
紀
宝
町
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

支
援
者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
、
支
え
合
う
こ
こ

ろ
を
大
切
に
し
、
一
日
も
早
い

復
興
に
向
け
て
、
み
ん
な
で
一

緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。　

紀宝町のために
ご支援くださったみなさん　（９月 18 日現在）

紀宝町災害ボランティア登録者総数　　　２，２６３ 人
支援団体
三重県／津市／四日市市／鈴鹿市／伊勢市／鳥羽市／伊賀市／亀山市／名張市／桑名市／尾鷲市
熊野市／多気町／菰野町／朝日町／紀北町／明和町／木曽岬町／東員町／大紀町／大台町／玉城町
南伊勢町／川越町／御浜町／国土交通省／海上保安庁／三重県警／三重県歯科医師会南紀支部
陸上自衛隊久居駐屯地／中日本高速道路㈱／御浜町消防団／紀北町消防団／みえ清掃事業協議会
北越紀州製紙㈱洋紙事業本部紀州工場／自治労三重県本部／紀宝町建設業組合／紀宝町水道組合
県内小中学校／市町教育委員会／県教職員組合／志摩ＪＣ　　　　ほか多数のみなさん

01.紀宝町災害ボランティアセンターには、全国各地からたくさんの
方が紀宝町の復興のために駆けつけてくれました。02.被災地では、
ボランティアの方々のおかげで大助かりです。03.自衛隊をはじめ、
各市町のみなさんが給水活動をしてくれました。04.全国から支援物
資が数多く送られてきています。本当にありがとうございます。

03

01

04 02

特集 ： 町を襲った台風１２号

－ Interview－

支
え
合
う
こ
こ
ろ
が

復
興
へ
つ
な
が
る
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被災者支援に関する各種制度の概要
台風12号による住宅被害に対して

◆住まいの被害状況に応じて
　※全壊、大規模半壊、半壊等の被害程度を証明するものとして「罹

り さ い

災証明書」　があります。詳しくは、

　　10 ページをご覧ください。

再建の意向 活用できる支援制度

独立行政法人住宅金融支援機構の融資
　災害復興住宅融資（建設） 14㌻をご覧ください

　災害復興住宅融資（新築購入、リ・ユース購入） 15㌻をご覧ください

　災害復興住宅融資（補修） 16㌻をご覧ください

災害援護資金等の貸付
　生活福祉資金制度による貸付（住宅の補修等） 16㌻をご覧ください

　母子寡婦福祉資金の住宅資金 17㌻をご覧ください

　災害援護資金 ( 災害弔慰金の支給等に関する法律 ) 12㌻をご覧ください

独立行政法人住宅金融支援機構の融資
　宅地防災工事資金融資 17㌻をご覧ください

　地すべり等関連住宅融資 19㌻をご覧ください

住宅の応急修理（災害救助法） 18㌻をご覧ください

住居またはその周辺の土石等の障害物の除去 （災害救助法） 18㌻をご覧ください

被災者生活再建支援制度（被災者生活再建支援法） 13㌻をご覧ください

住まいを建て替え・
取得したい

住まいを補修したい

宅地等の復旧

応急的に住宅を修理
したい

民間賃貸住宅に移転
したい

宅地の被害

罹
り さ い

災証明書について
　台風 12 号により建物（家屋等）に損害を受けた方に対して「罹災証明書」の申請受付を行
っています。

　　受付時間　　　　午前８時 30 分～午後 5 時 15 分（当分の間土日含む） 
　　申請受付場所　　役場福祉課 （申請用紙は福祉課にあります）
　　必要なもの　　　印鑑

※罹災証明とは
　罹災証明書は、地方自治法第２条に定める自治事務として、市町村が被災状況の現地調査等
を行い、確認した事実に基づき発行する証明書であり、各種の被災者支援制度の適用を受ける
にあたって必要とされる家屋の被害程度について証明するものです。
　罹災証明書により証明される被害程度としては、全壊、大規模半壊、半壊、一部損壊、床上浸水、
床下浸水、全焼、半焼等があり、「災害の被害認定基準について」（平成 13 年 6 月 28 日府政
防第 518 号内閣府政策統括官（防災担当）通知）等に基づき被害程度の認定が行われます。

▶詳しくは、紀宝町役場福祉課（☎３３―０３３９）までお問い合わせください。

※被害認定基準

住家全壊
（全焼・全流出）

　住家がその居住のための基本的機能を喪失したもの、すなわち、住
家全部が倒壊、流失、埋没、焼失したもの、または住家の損壊が甚

はなは

だ
しく、補修により元通りに再使用することが困難なもので、具体的に
は、住家の損壊、焼失もしくは流失した部分の床面積がその住家の延
床面積の 70％以上に達した程度のもの、または住家の主要な構成要
素の経済的被害を住家全体に占める損害割合で表し、その住家の損害
割合が 50％以上に達した程度のものとする。

住家大規模半壊

　「住家半壊」の基準のうち、損壊部分がその住家の延床面積の 50％
以上 70％未満のもの、または住家の主要な構成要素の経済的被害を
住家全体に占める損害割合で表し、その住家の損害割合が 40％以上
50％未満のものとする。

住家半壊
（半焼）

　住家がその居住のための基本的機能の一部を喪失したもの、すなわ
ち、住家の損壊が甚だしいが、補修すれば元通りに再使用できる程度
のもので、具体的には、損壊部分がその住家の延床面積の 20％以上
70％未満のもの、または住家の主要な構成要素の経済的被害を住家全
体に占める損害割合で表し、その住家の損害割合が 20％以上 50％未
満のものとする。

住まいの確保・再建のための支援　～住まいの被災状況と再建の意向から支援制度を探す～

それぞれの支援制度の中には、一定の適用基準が設けられているものがあ
ることから、支援制度が適用とならない場合もあります。被災された場合
に実際に制度が活用できるかなど、詳細については、各支援制度ごとに記
載しているお問い合わせ先にご相談ください。（平成 23 年９月 14 日現在）

◆災害復興情報　～みんなでがんばろう～
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災害援護資金（災害弔慰金の支給等に関する法律）

支援の種類 貸付

支援の内容

●災害により負傷または住居、家財の損害を受けた方に対して、災害弔慰金の支給等
に関する法律に基づき、生活の再建に必要な資金を貸し付けます。貸付限度額等は
次のとおりです。

活用できる方

●以下のいずれかの被害を受けた世帯の世帯主が対象です。
　①世帯主が災害により負傷し、その療養に要する期間が概

おおむ

ね１か月以上
　②家財の１／３以上の損害
　③住居の半壊または全壊・流出
●所得制限があります。

お問い合わせ 紀宝町役場福祉課（☎３３－０３３９）

貸 付 限 度 額

貸 付 利 率 年３％（据置期間中は無利子）

据 置 期 間 ３年以内（特別の場合５年）

償 還 期 間 10 年以内（据置期間を含む）

①世帯主に１か月以上の負傷がある場合
　ア．当該負傷のみ 150 万円
　イ．家財の３分の１以上の損害 250 万円
　ウ．住居の半壊 270 万円
　エ．住居の全壊 350 万円
②世帯主に１か月以上の負傷がない場合
　ア．家財の３分の１以上の損害 150 万円
　イ．住居の半壊 170 万円
　ウ．住居の全壊（エの場合を除く） 250 万円
　エ．住居の全体の滅失または流失 350 万円

世 帯 人 員 町民税における前年の総所得金額

１人 220 万円

２人 430 万円

３人 620 万円

４人 730 万円

５人以上
１人増すごとに 730 万円に 30 万円を加えた額。
ただし、住居が滅失した場合は 1,270 万円とします。

被災者生活再建支援制度（被災者生活再建支援法）

支援の種類 給付

支援の内容

●災害により住宅が全壊するなど、生活基盤に著しい被害を受けた世帯に対して支援
金を支給します。

●支給額は、下記の２つの支援金の合計額になります。
（世帯人数が１人の場合は、各該当欄の金額が３／４になります。）

　◆住宅の被害程度に応じて支給する支援金（基礎支援金）

　◆住宅の再建方法に応じて支給する支援金（加算支援金）

※一旦住宅を賃借した後、自ら居住する住宅を建設・購入（または補修）する場合は、

　合計で　２００（または１００）万円。　

活用できる方

●住宅が全壊等（※）または大規模半壊した世帯が対象です。
　　（※）下記の世帯を含みます。
　　　　■住宅が半壊し、または住宅の敷地に被害が生じた場合で、当該住宅の倒
　　　　　壊防止、居住するために必要な補修費等が著しく高額となること、その
　　　　　他これらに準ずるやむを得ない事由により、当該住宅を解体し、または
　　　　　解体されるに至った世帯
　　　　■噴火災害等で、危険な状況が継続し、長期にわたり住宅が居住不能にな
　　　　　った世帯
　　　　　（長期避難世帯）

お問い合わせ
紀宝町役場総務課（☎３３－０３３３）
三重県防災危機管理部防災対策室（☎０５９－２２４－２１８９）

住宅の被害程度

全壊等 大規模半壊

支給額 100 万円 50 万円

住宅の再建方法

建設・購入 補修 賃借（公営住宅を除く）

支給額 200 万円 100 万円 50 万円

住まいの確保・再建のための支援　～住まいの被災状況と再建の意向から支援制度を探す～

※本制度の対象となる世帯を判定するため、現在、住宅被害の詳細調査を実施しています。
　この調査には現地の被害確認が必要なため、できるだけ被害状況の保存にご協力ください。

◆災害復興情報　～みんなでがんばろう～
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災害復興住宅融資（建設）

支援の種類 融資

支援の内容

●自然現象により生じた災害、または自然現象以外の原因による災害のうち、独立行
政法人住宅金融支援機構が個別に指定する災害により被害を受けた住宅の所有者が、
住宅を建設する場合に受けられる融資です。

●融資が受けられるのは、原則として１戸当たりの住宅部分の床面積が 13㎡以上 175
㎡以下の住宅です。

●融資対象となる住宅については、独立行政法人住宅金融支援機構の定める基準を満
たすことが必要です。

●この融資は、融資の日から３年間の元金据置期間を設定でき、据置期間を設定する
と返済期間を延長することができます。

　　　※金利については、独立行政法人住宅金融支援機構にご確認ください。

活用できる方

●ご自分が居住するために住宅を建設される方であって、住宅が「全壊」したむねの「罹
災証明書」の発行を受けた方が対象です。（住宅が「大規模半壊」または「半壊」し
たむねの「罹災証明書」の発行を受けた方でも一定の条件を満たす場合は、対象と
なります。）

お問い合わせ 独立行政法人住宅金融支援機構（☎０１２０－０８６－３５３）

構造等 融資限度額 返済期間

基 本 融 資

耐火住宅 1,460 万円 35 年

準耐火住宅 1,460 万円 35 年

木造住宅（耐久性） 1,460 万円 35 年

木造住宅（一般） 1,400 万円 25 年

特例加算（一般分） 450 万円 併せて利用する
基本融資の返済
期間と同じ返済
期間です。

土地取得費 970 万円

整地費 380 万円

災害復興住宅融資（新築購入、リ・ユース購入）

支援の種類 融資

支援の内容

●自然現象により生じた災害、または自然現象以外の原因による災害のうち、独立行
政法人住宅金融支援機構が個別に指定する災害により被害を受けた住宅の所有者が、
新築住宅、リ・ユース住宅を購入する場合に受けられる融資です。

●融資が受けられるのは、原則として１戸当たりの住宅部分の床面積が 50㎡（マンショ
ンの場合 40㎡）以上 175㎡以下の住宅で、一戸建ての場合は敷地面積が 100㎡以
上であることが必要です。

●融資対象となる住宅については、独立行政法人住宅金融支援機構の定める基準を満
たすことが必要です。

●この融資は、融資の日から３年間の元金据置期間を設定でき、据置期間を設定する
と返済期間を延長することができます。

　◆新築住宅の購入

　◆リ・ユース住宅の購入　（表①）

活用できる方

●ご自分が居住するために住宅を購入される方であって、住宅が「全壊」したむね
の「罹災証明書」の発行を受けた方が対象です。（住宅が「大規模半壊」または「半
壊」したむねの「罹災証明書」の発行を受けた方でも一定の条件を満たす場合は、
対象となります。）

お問い合わせ 独立行政法人住宅金融支援機構（☎０１２０－０８６－３５３）

構造等 融資限度額 返済期間

購入資金融資

耐火住宅 1,460 万円 35 年
準耐火住宅 1,460 万円 35 年
木造住宅（耐久性） 1,460 万円 35 年
木造住宅（一般） 1,400 万円 25 年

特例加算（一般分） 450 万円 併せて利用する
購入資金融資の
返済期間と同じ
返済期間です。土地取得費 970 万円

構造等
融資限度額

リ・ユース リ・ユースプラス
耐火住宅 1,160 万円 1,460 万円
準耐火住宅 1,160 万円 1,460 万円
木造住宅（耐久性） 1,160 万円 1,460 万円
木造住宅（一般） 950 万円 －
特例加算（一般分） 450 万円 450 万円
土地取得費 970 万円 970 万円

建て方 種別 返済期間

一戸建て等
リ・ユース住宅 25 年
リ・ユースプラス住宅 35 年

マンション
リ・ユースマンション 25 年
リ・ユースプラスマンション 35 年

※金利については、独立行政法人住宅金融支援機構にご確認ください。

住まいの確保・再建のための支援　～住まいの被災状況と再建の意向から支援制度を探す～

※リ・ユース住宅：中古住宅のこと

◆災害復興情報　～みんなでがんばろう～
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災害復興住宅融資（補修）

支援の種類 融資

支援の内容

●自然現象により生じた災害、または自然現象以外の原因による災害のうち、独立行
政法人住宅金融支援機構が個別に指定する災害により被害を受けた住宅の所有者が、
住宅を補修する場合に受けられる融資です。

●融資対象となる住宅については、独立行政法人住宅金融支援機構の定める基準を満
たすことが必要です。

●この融資は、融資の日から１年間の元金据置期間を設定できます（ただし、返済期
間は延長できません）。

活用できる方 ●ご自分が居住するために住宅を補修される方で、住宅に 10 万円以上の被害を受け、
「罹災証明書」の発行を受けた方が対象です。

お問い合わせ 独立行政法人住宅金融支援機構（☎０１２０－０８６－３５３）

構造等 融資限度額 返済期間

補修資金融資
耐火住宅 640 万円 20 年
準耐火住宅 640 万円 20 年
木造住宅 590 万円 20 年

整地費 380 万円 併せて利用する
補修資金融資の
返済期間と同じ
返済期間です。引方移転費用 380 万円

生活福祉資金制度による貸付（住宅の補修等）

支援の種類 融資

支援の内容

●災害により被害を受けた住宅の補修、保全、増築、改築等に必要な経費を貸し付けます。
●貸付限度額等は次のとおりです。

　

活用できる方
●低所得世帯、障がい者世帯または高齢者世帯が対象です。
●災害弔慰金の支給等に関する法律の災害援護資金の対象となる世帯は、適用除外になります。

お問い合わせ 紀宝町社会福祉協議会（☎３２－０９５７）
三重県社会福祉協議会（☎０５９－２２７－５１４５）

貸付限度額 250 万円以内（目安）

貸付利率 連帯保証人を立てた場合　：無利子
連帯保証人を立てない場合：年 1.5％

据置期間 ６か月以内
償還期間 ７年以内（目安）

※金利については、独立行政法人住宅金融支援機構にご確認ください。

母子寡婦福祉資金の住宅資金
支援の種類 融資

支援の内容

●災害により被害を受けた住宅の補修、保全、増築、改築等に必要な経費を貸し付けます。
●貸付限度額等は次のとおりです。

活用できる方 ●住宅が全壊・半壊、全焼・半焼、流出、床上浸水等の被害を受けた母子・寡婦世帯
が対象です。

お問い合わせ 紀宝町役場福祉課（☎３３－０３３９）
三重県熊野保健福祉事務所福祉相談室（☎０５９７－８５－２１５８）

貸付限度額 200 万円以内

貸付利率 連帯保証人がいる場合：無利子
連帯保証人がいない場合：年 1.5％

据置期間
６か月
※貸し付けの日から２年を超えない範囲内で延長す
　ることも可能

償還期間 ７年

宅地防災工事資金融資
支援の種類 融資

支援の内容

●災害によって崩壊、または危険な状況にある宅地については、宅地造成等規制法、
急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律、建築基準法に基づき、その所有者
に改善勧告、または改善命令が出されます。

●改善勧告、または改善命令を受けた方に対して、のり面の保護、排水施設の設置、整地、
擁
よ う へ き

壁の設置（旧擁壁の除去を含みます。）の工事のための費用を融資します。

活用できる方
●宅地造成等規制法、急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律、建築基準法に

基づき、改善勧告または改善命令を受けた方が対象です。

お問い合わせ 独立行政法人住宅金融支援機構（☎０１２０－０８６－３５３）

融資限度額 1,030 万円または工事費の９割のいずれか低い額
償還期間 15 年以内

※金利については、独立行政法人住宅金融支援機構にご確認ください。

住まいの確保・再建のための支援　～住まいの被災状況と再建の意向から支援制度を探す～

◆災害復興情報　～みんなでがんばろう～
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住宅の応急修理（災害救助法）

支援の種類 現物支給

支援の内容

●災害救助法に基づく住宅の応急修理は、災害により住宅が半壊し、自ら修理する資
力のない世帯に対して、被災した住宅の居室、台所、トイレ等日常生活に必要な最
小限度の部分を応急的に修理します。

●応急修理は、町が業者に委託して実施します。
●修理限度額は、１世帯あたり 52 万円（平成 21 年度基準）です。同じ住宅に２世帯

以上が同居している場合は、１世帯とみなされます。

活用できる方

●以下の要件を満たす方が対象です。
　①災害により住宅が半壊または半焼した方 ②応急仮設住宅等に入居していない方 ③自

ら修理する資力のない世帯（※大規模半壊以上の世帯については資力は問いません）。
※世帯年収や世帯人員などの条件については、下記までご相談ください。

お問い合わせ 紀宝町役場産業建設課（☎３３－０３３６）　
三重県県土整備部住宅室（☎０５９－２２４－２７２０）

地すべり等関連住宅融資
支援の種類 融資

支援の内容

●地すべりや急傾斜地の崩壊により、被害を受けるおそれのある家屋を移転したり、
これに代わるべき住宅を建設する場合の資金を融資します。

●融資の対象となる地すべり等関連住宅には、主に次のタイプがあります。

●融資対象となる住宅については、独立行政法人住宅金融支援機構の定める基準を満
たすことが必要です。

　◆移転資金、建設資金または新築住宅の購入

　◆リ・ユース住宅の購入　
　　15 ページの（表①）のとおり

活用できる方
●関連事業計画、もしくは改善命令、もしくは勧告に基づいて、住宅を移転または除

去する際の当該家屋の所有者、賃借人または居住者で、地方公共団体から移転等を
要することを証明する書類の発行を受けた方が対象です。

お問い合わせ 独立行政法人住宅金融支援機構（☎０１２０－０８６－３５３）

地すべり
関連住宅

地すべり等防止法の規定により、都道府県知事の承認を得た関連事
業計画に基づいて移転される住宅部分を有する家屋、または関連事
業計画に基づいて除却される住宅部分を有する家屋に代わるべきも
のとして、新たに建設される住宅部分を有する家屋をいいます。

土砂災害
関連住宅

土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律
の規定による勧告に基づいて移転される住宅部分を有する家屋、ま
たは勧告に基づいて除去される住宅部分を有する家屋に代わるべき
ものとして、新たに建設される住宅部分を有する家屋をいいます。

構造等
融資限度額

返済期間移転資金、建設資金
または新築購入資金

土地取得資金

耐火住宅
準耐火住宅
木造住宅（耐久性）

1,460 万円
970 万円

35 年

木造住宅（一般） 1,400 万円 25 年

特例加算（一般分） 450 万円

併せて利用する移転
資金、建設資金、ま
たは新築購入資金の
各融資の返済期間と
同じ返済期間です。

住まいの確保・再建のための支援　～住まいの被災状況と再建の意向から支援制度を探す～

※本制度の対象となる世帯を判定するため、現在、住宅被害の詳細調査を実施しています。
　この調査には現地の被害確認が必要なため、できるだけ被害状況の保存にご協力ください。

住居またはその周辺の
　土石等の障害物の除去（災害救助法）

支援の種類 現物支給

支援の内容

●災害救助法に基づき災害によって、住居やその周辺に運ばれた土石、竹木等で、日
常生活に著しい支障を及ぼしているものの除去を行います。

●応急修理は、町が業者に委託して実施します。
●対象経費は、1 世帯当たり平均 134,200 円以内です。

活用できる方

●以下の要件を満たす方が対象です。
　①災害により住宅が半壊、床上浸水の住家を対象とする。（全壊、流失、床下浸水は

含まない。） ②住家内の居室、台所、玄関、便所等の日常生活に最低限必要な場所を
確保するための除去（物置、倉庫等は対象にならない。）であること。敷地内につい
ては、住家への出入口等で日常生活に支障を来たすもの、または放置しておくこと
が居住者の生命に危険を及ぼす可能性のあるものを除去するものであること。③他
に建物を所有し、日常生活が営める場合は対象になりません。

お問い合わせ 紀宝町役場産業建設課（☎３３－０３３６）　
三重県健康福祉部健康福祉総務室（☎０５９－２２４－２２３８）

※本制度の対象となる世帯を判定するため、現在、住宅被害の詳細調査を実施しています。
　この調査には現地の被害確認が必要なため、できるだけ被害状況の保存にご協力ください。

◆災害復興情報　～みんなでがんばろう～

18 2011 - 10 KIHO  2011 - 10KIHO19



た
、
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る

場
合
も
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
紀
南
介
護
保
険

広
域
連
合
（
☎
０
５
９
７
―
89

―
６
０
０
１
）、
も
し
く
は
役

場
福
祉
課
（
☎
33
―
０
３
３

９
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

総
合
相
談
窓
口

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
の
方
と
ご
家
族
の
た

め
の
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
、

介
護
・
福
祉
・
健
康
・
医
療
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
災
害
の
影
響
で
、
心

身
状
態
が
低
下
し
た
り
、
生
活

面
の
不
安
も
増
大
し
が
ち
で

す
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も

結
構
で
す
の
で
、
紀
宝
町
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
役
場
１

階
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

電
話
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
訪
問

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

災
害
に
便
乗
し
た
悪
質
商
法
に

注
意
を
！

　

災
害
に
便
乗
し
た
「
便
乗
商

法
」
や
「
募
金
詐
欺
」
等
が
全

国
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

「
町
か
ら
依
頼
を
う
け
て
家
屋

無
料
調
査
に
来
た
」「
電
気
や

水
道
の
無
料
点
検
を
行
っ
て
い

る
」
と
突
然
訪
問
し
、
他
の
契

約
を
勧
め
る
な
ど
不
審
な
情
報

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
紀
宝
町
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
33
―
０

１
７
５
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
台
風
12
号
で
被
災

し
た
町
民
の
み
な
さ
ん
の
支
援

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
た

め
、
義
援
金
の
受
け
付
け
を
下

記
の
と
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

災
害
発
生
に
伴
い
、
健
康
問

題
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
次

の
よ
う
な
症
状
が
み
ら
れ
る
場

合
は
、
速
や
か
に
「
か
か
り
つ

け
医
」
あ
る
い
は
「
保
健
セ
ン

タ
ー
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
軽
症
外
傷
、
風
邪
症
状

②
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
不
眠
・
頭

痛
・
血
圧
上
昇

③
慢
性
疾
患
等
の
内
服
薬
中
断

に
よ
る
症
状
出
現
・
悪
化

④
食
欲
不
振
や
腹
痛
な
ど
消
化

器
症
状
の
出
現

住
民
票
、
所
得
証
明
、
評
価
証
明

　

同
一
世
帯
以
外
の
方
が
来
ら

れ
る
時
は
、「
委
任
状
（
※
）」

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
窓
口
に

来
ら
れ
る
方
の
本
人
確
認
を
す

る
た
め
、
運
転
免
許
証
・
健
康

保
険
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
等
が
必

要
で
す
。

印
鑑
証
明

【
印
鑑
登
録
証
（
青
色
の
手
帳
）

を
お
持
ち
の
方
】

　

ご
本
人
が
来
ら
れ
る
と
き

は
、
そ
の
印
鑑
登
録
証
の
み
、

代
理
人
の
方
が
来
ら
れ
る
と
き

は
、
依
頼
人
の
印
鑑
登
録
証
と

代
理
人
の
方
の
認
印
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

【
印
鑑
登
録
証
を
登
録
さ
れ
て

い
な
い
方
、
紛
失
さ
れ
た
方
】

　

罹
災
証
明
書
に
関
し
て
は
、

10
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

原
則
本
人
が
来
て
い
た
だ
い

て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要

な
も
の
は
登
録
す
る
印
鑑
、
顔

写
真
の
つ
い
た
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
）
が
必
要
で
す
。〔
当
日

発
行
で
き
ま
す
〕

　

や
む
を
え
ず
、
代
理
人
が
登

録
す
る
場
合
は
、
役
場
税
務
住

民
課
に
あ
る
代
理
人
選
任
届
の

用
紙
へ
依
頼
人
に
自
書
し
て
も

ら
い
仮
登
録
を
し
、
郵
便
で
確

認
書
類
を
本
人
宛
に
送
付
し
、

そ
の
確
認
書
類
に
本
人
が
自
書

し
て
代
理
人
が
役
場
税
務
住
民

課
へ
提
出
し
本
登
録
と
な
り
ま

す
。（
郵
送
の
た
め
、
登
録
ま

で
数
日
か
か
り
ま
す
。）

戸
籍
謄
本
等

　

本
人
か
ら
見
て
直
系
（
祖
父

母
・
父
母
・
子
・
孫
）、
配
偶
者
、

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
以

外
の
方
は
「
委
任
状
（
※
）」

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
窓
口
に

来
ら
れ
る
す
べ
て
の
方
の
本
人

確
認
を
す
る
た
め
、
運
転
免
許

証
・
健
康
保
険
証
・
パ
ス
ポ
ー

ト
等
が
必
要
で
す
。

（
※
）
委
任
状
の
書
き
方

　

委
任
者
が
次
の
こ
と
を
自
書

し
て
下
さ
い
。
用
紙
は
、
ノ
ー
ト

や
便
せ
ん
で
か
ま
い
ま
せ
ん
。

・
委
任
す
る
人
の
ご
住
所

・
委
任
す
る
人
の
お
名
前
（
横

に
印
鑑
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。）

・
委
任
さ
れ
る
人
の
ご
住
所

・
委
任
さ
れ
る
人
の
お
名
前

・
使
用
目
的

・
必
要
な
証
明
書

▼
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
住
民

課
（
☎
33
―
０
３
３
７)

ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑤
車
中
泊
に
よ
る
エ
コ
ノ
ミ
ー

症
候
群
の
出
現

⑥
環
境
悪
化
に
よ
る
子
ど
も
の

ア
ト
ピ
ー
性
疾
患
の
悪
化

⑦
腰
痛
な
ど
の
か
ら
だ
の
痛
み

の
悪
化

⑧
口
腔
衛
生
悪
化
に
よ
る
食
事

摂
取
困
難
、
誤ご

え
ん嚥
性
肺
炎
の

発
症

⑨
持
続
的
な
不
安
感

⑩
便
秘
・
痔
の
悪
化

▼
詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
32
―
３
７
０
０
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
齢
の
方
と
ご
家
族

の
み
な
さ
ん
へ

紀
宝
町
台
風
12
号
災

害
義
援
金
に
つ
い
て

災
害
発
生
に
伴
う

健
康
問
題
に
つ
い
て

各
種
証
明
書
の
手
続

き
に
つ
い
て

罹り

さ

い災
証
明
書

災害復興
情報

～みんなでがんばろう～

相
談

証
明
書

義
援
金

　

台
風
12
号
で
被
災
し
た
方

で
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
に

な
っ
た
方
の
う
ち
、
６
か
月
以

内
の
期
間
を
限
っ
て
徴
収
猶
予

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
紀
南
介
護
保
険
広

域
連
合
長
が
必
要
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、

保
険
料
を
減
免
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
手
続
き
方
法
】　

　

役
場
福
祉
課
に
あ
る
申
請
書

に
罹
災
証
明
書
（
そ
の
他
証
明

で
き
る
書
類
）
を
添
付
し
、
ご

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
被
保
護
者
に
つ
い
て
は
減
免

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ま

介
護
保
険
料
の
徴
収
猶
予
・

減
免
措
置
に
つ
い
て

介
護
保
険

農
地
等
災
害
復
旧
補
助
金

　

農
地
の
災
害
復
旧
に
係
る
費

用
に
つ
い
て
、
採
択
要
件
を
満

た
す
も
の
に
つ
い
て
は
一
定
割

合
を
助
成
し
ま
す
。

農
業
経
営
関
連
災
害
復
旧
資
金

お
よ
び
相
談
窓
口
の
設
置

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
や
農

業
関
連
金
融
機
関
が
相
談
窓

口
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、

認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
条

件
を
満
た
せ
ば
低
金
利
で
の

融
資
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
産
業
建
設

課
（
☎
33
―
０
３
３
６
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
者
・
事
業
者
の

支
援
に
つ
い
て

農
業
関
係

紀
宝
警
察

受付期間：１０月３１日（月）まで　　　振込口座：下記の①②まで

▶詳しくは、役場福祉課（☎３３－０３３９）までお問い合わせください。

盗
難
に
ご
注
意
を
！

　

災
害
の
発
生
に
伴
い
、
留
守

宅
な
ど
を
ね
ら
っ
た
盗
難
事
件

が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
貴
重
品
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
災
害
を
口
実
に
し
た

詐
欺
事
件
や
悪
徳
商
法
の
発
生

が
危き

ぐ惧
さ
れ
ま
す
。「
お
か
し

い
」
と
思
う
来
訪
者
や
電
話
な

ど
が
あ
っ
た
と
き
や
、
不
審
者

を
見
か
け
た
と
き
は
、
警
察
に

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　

災
害
の
影
響
で
、
道
路
が
陥

没
し
て
し
ま
う
な
ど
道
路
状
況

が
変
化
し
て
い
る
う
え
、
支
援

に
行
く
車
な
ど
交
通
量
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通

事
故
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

余
裕
を
持
っ
た
運
転
で
交

通
事
故
の
防
止
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、紀
宝
警
察
署（
☎

33
―
０
１
１
０
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

紀
宝
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

②第三銀行　新宮支店
・口座名義：紀

キ ホ ウ チ ヨ ウ タ イ フ ウ 1 2 ゴ ウ サ イ ガ イ ギ エ ン キ ン

宝町台風12号災害義援金
・預金種目：普通預金
・口座番号：２７２１６７１ 

※第三銀行本支店窓口で振り込みをされる場合は、
手数料は無料です。ＡＴＭからの振り込みについ
ては、９月 21 日（水）から手数料が無料になり
ます。他行からの振り込みについては、手数料が
かかる可能性がありますのでご注意ください。

①郵便局・ゆうちょ銀行
・口座名義　 三

ミ エ ケ ン キ ホ ウ チ ョ ウ タ イ フ ウ 1 2 ゴ ウ サ イ ガ イ ギ エ ン キ ン

重県紀宝町台風12号災害義援金
・口座番号

※全国のゆうちょ銀行・郵便局の窓口で振り込
みをされる場合は、手数料は無料です。イン
ターネット・ＡＴＭからの振り込みについて
は、手数料がかかります。

紀宝町台風 12 号災害義援金

◆災害復興情報　～みんなでがんばろう～

ゆうちょ銀行からの振り込みの場合
　００８６０－２－２３５７
ゆうちょ銀行以外からの振り込みの場合
　〇八九店　　当座 ０００２３５７
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台
風
12
号
に
よ
る
浸
水
で
、

合
併
処
理
浄
化
槽
や
単
独
処
理

浄
化
槽
が
浸
水
し
た
場
合
、
周

辺
の
水
位
が
下
が
れ
ば
、
浄
化

槽
内
の
水
位
も
下
が
り
ま
す
の

で
、
通
常
通
り
使
用
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
土
砂
が

流
れ
込
ん
で
い
る
な
ど
の
場
合

を
除
き
、
浸
水
に
よ
る
く
み
取

り
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
ブ
ロ
ア
ー
（
浄
化

槽
に
空
気
を
送
る
装
置
）
が
水

没
し
た
場
合
、
故
障
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、『
変

な
音
が
す
る
』『
ブ
ロ
ア
ー
が

熱
を
持
っ
て
い
る
』
な
ど
の
場

合
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
い
て

い
た
だ
き
、
次
の
と
こ
ろ
へ
一

度
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
町
管
理
の
浄
化
槽
…
紀
宝
町

下
水
道
サ
ー
ビ
ス
（
☎
33
―
０

３
６
０
）
が
す
で
に
確
認
し
て

い
ま
す
が
、
も
し
、
ブ
ロ
ア
ー

等
に
異
常
が
発
生
し
た
場
合
は
、

同
社
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
個
人
管
理
の
浄
化
槽
…
契
約

先
の
保
守
点
検
業
者
に
一
度
ご

　

台
風
12
号
の
影
響
に
よ
り
、

町
内
の
多
く
の
家
屋
が
倒
壊
や

浸
水
な
ど
の
被
害
を
受
け
て
お

り
、
被
害
状
況
が
ま
だ
確
定
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
検
針
の
困
難

な
地
域
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
９
月
の
水
道
料
の
検
針
は

行
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
８
月
分
料
金
に
つ
き

ま
し
て
は
、
10
月
に
延
期
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
9

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
の
場
合

　

く
み
取
り
式
ト
イ
レ
の
便
槽

が
浸
水
し
た
場
合
は
、
町
の
負

担
で
く
み
取
り
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
南
清
社
（
☎
21
―
１

１
５
５
）
へ
直
接
連
絡
し
、
浸

水
に
よ
る
く
み
取
り
で
あ
る
こ

と
を
伝
え
て
い
た
だ
く
か
、
役

場
環
境
衛
生
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
環
境
衛
生

課
（
☎
33
―
０
３
３
８
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

月
分
以
降
の
料
金
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
環
境
衛
生

課
（
☎
33
―
０
３
４
３
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
が
浸
水
し
た

場
合
に
は

水
道
メ
ー
タ
ー
の

検
針
に
つ
い
て

　台風 12 号による浸水被害に伴う紀宝町内の廃棄物発生量は、約 23,000ｔが見込まれています。
この発生量は、紀宝町の年間発生量の６年分に相当します。災害ごみは、できるかぎり下記の
とおり分別してください。ご協力よろしくお願いします。

▶詳しくは、役場環境衛生課（☎３３－０３３８）までお問い合わせください。

災
害
ご
み
の

分
別
に

ご
協
力
を
！

分別方法
１．燃料ごみ
   ※袋に入れてください。
　※生ごみは通常のごみ収集へ。
　※金物類は絶対に入れないでください。

２．家電リサイクル対象品
　※冷蔵庫などの中身は取り除いてください。

３．家具類
４．流木類
５．畳
６．タイヤ
７．金属類
８．コンクリートがら
９．がれき
10. その他（不燃ごみ）

出せないもの
自動車、農機具（トラクター、耕運機等）、
農薬等薬品類、灯油などの危険物

出し方
①戸別引き取り（回収日未定）
　ごみ収集車が進入できる道路まで、できるだけ分
別してまとめて出してください。回収日は指定でき
ませんが、ごみ収集車が引き取りにいきます。
※くれぐれも交通に支障の出ないように配慮をお願
　いします。
②直接持ち込み
　深田グラウンドへ直接持ち込んでください。午前
９時から午後５時までです。
※畳は、紀宝町リサイクルセンターへお願いします。

　

町
は
、
９
月
７
日
㈬
か
ら

T
w

itter

（
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
を

利
用
開
始
し
、
道
路
情
報
や
住

宅
相
談
な
ど
災
害
関
連
情
報
を

発
信
し
て
い
ま
す
。

紀
宝
町
役
場
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

http://tw
itter.com

/#
!/

kiho_tow
n

※T
w

itter

（
ツ
イ
ッ
タ
ー
）

と
は
： 

個
々
の
ユ
ー
ザ
ー
が

「
ツ
イ
ー
ト
」（tw

eet

）
と
称

さ
れ
る
短
文
を
投
稿
し
、
閲
覧

で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
サ
ー
ビ
ス
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
調
整

課
（
☎
33
―
０
３
３
４
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

T
w

itter

（
ツ
イ
ッ
タ
ー
）

を
開
始
し
ま
し
た

　

災
害
の
発
生
に
伴
い
、
次
の

イ
ベ
ン
ト
は
中
止
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◎
第
２
回
紀
宝
町
民
運
動
会

　

10
月
16
日
㈰
開
催
予
定
で
あ

っ
た
『
第
２
回
紀
宝
町
民
運
動

会
』。
詳
し
く
は
、
体
育
協
会

事
務
局
【
町
教
育
委
員
会
】（
☎

33
―
０
３
４
１
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
第
６
回
紀
宝
み
な
と

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

10
月
23
日
㈰
開
催
予
定
で
あ

っ
た
『
第
６
回
紀
宝
み
な
と
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』。
詳
し
く
は
、

役
場
企
画
調
整
課
（
☎
33
―
０

３
３
４
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎
紀
宝
町
文
化
展

　

11
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰
に
開

　

町
で
は
、
防
災
行
政
無
線
放

送
の
難
聴
地
区
解
消
対
策
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
自
宅
電
話
や
携

帯
電
話
か
ら
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

に
よ
り
、
放
送
内
容
を
確
認
で

き
る
シ
ス
テ
ム

（
音
声
応
答
装

置
）
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

　

放
送
の
内
容

が
聞
き
づ
ら
い
、

わ
か
ら
な
い
と

き
は
、
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
で
同
じ

放
送
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、

役
場
総
務
課
防

災
対
策
係
（
☎

33
―
０
３
３
５
）

ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

催
予
定
で
あ
っ
た
『
文
化
展
』。

詳
し
く
は
、
ま
な
び
の
郷
（
☎

32
―
０
２
４
１
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
に
つ
い
て

防
災
行
政
無
線
が

電
話
で
確
認
で
き
ま
す

浄
化
槽

水
道
料

イ
ベ
ン
ト
中
止

情
報
発
信

紀宝町役場公式アカウント
http://twitter.com/#!/kiho_town

災害復興
情報

～みんなでがんばろう～

フリーダイヤル電話番号（無料）

☎０１２０－３３４－１１９

◆災害復興情報　～みんなでがんばろう～
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メール配信で、下記のことを見ることができます 注）パソコン用をパ、携帯電話用を携と表示

メニュー名 種別 説　明

発令文 パ 

携
紀宝町に土砂災害危険度情報が発令されると、発表される情報に応じてメッセージが表示される。使
用するデータは、時間雨量および土壌雨量指数による町土砂災害危険度とする。

土砂災害
危険度

パ　

携

紀宝町の地図を表示し、以下の情報を重ね合わせる。（最新データのみ表示）
①土砂災害危険度メッシュ情報（表示するメッシュ情報は、5km）
②雨量観測局情報（降雨量により色替え表示）

携 紀宝町内で、土砂災害危険度を超過している地区を一覧表示する。

雨量現況図 パ
紀宝町の地図を表示し、以下の情報を重ね合わせる。（最新データのみ表示）
①雨量メッシュ情報（現況、１時間、２時間予測値）　表示するメッシュ情報は 1km メッシュで提供
②雨量観測局情報（降雨量により色替え表示）

雨量現況表 パ 

携
紀宝町の雨量観測局の一覧と、最新降雨情報（10 分雨量【パソコン用のみ】、時間雨量、連続雨量）を一
覧表形式で表示する。

雨量観測
局情報

パ
指定した雨量観測局における降雨履歴を、一覧表およびグラフで表示する。（現在から過去３日間）

「観測局：相野谷、川原（鵜殿）、楊枝川、片川、阿田和」

携
指定した雨量観測局における降雨履歴を一覧表で表示する。（１時間間隔で過去 24 時間分と、10 分
間隔で過去４時間分を切替表示）

リンク
画面他

パ 

携
関係サイトへのリンクなど下記の画面を表示する。
● 関係サイトへのリンク一覧　● ヘルプ画面、システム同意事項　● 問い合わせ等の案内　等

インターネット上の一般向けコンテンツＵＲＬ

パソコン用　　
　http://dosha.town.kiho.lg.jp/

携帯電話用　　
　http://dosha.town.kiho.lg.jp/mobile/

パソコンで見る、システム画面

紀宝町の土砂災害関連情報を
パソコンや携帯電話に随時メール配信します

　町では、三重県の協力を得て、土石流、地すべり、がけ崩れなどによる土砂災害から人命を守
るために、平常時から災害時を通じて、土砂災害関連情報を提供できるシステムを導入しています。
提供情報は、土砂災害に関する危険度情報、雨量情報のメール配信サービスとなります。
　詳しくは、役場総務課防災対策係（☎ 33―０３３５）までお問い合わせください。

紀宝町土砂災害情報相互通報システムを導入しています！土砂災害情報等メール配信サービスをご利用ください！
　土砂災害情報等メール配信サービスは、土砂災害情報や気象情報（警報）、地震・
津波情報、役場からのお知らせ等の情報をメールによりお届けするサービスです。

（※役場からのお知らせは、防災情報のみです）
　下記メールアドレスを直接入力し、空メールを送信する、または、携帯電話のカ
メラ機能を使用して1のＱＲコードを読み取り、登録してください。

登録の手順

アドレス  ：  entry_dosha@dosha.town.kiho.lg.jp

1携帯電話のカメラ機能を使用し、ＱＲコードから読み込みます。
2空メール送信画面が表示されるので、空メールを送信します。
3配信登録案内メールが返信されてきます。
4配信された URL にアクセスすると配信登録画面が表示されるので、ご利用上の
　注意を確認し、「同意して登録」を押します。
5各種情報設定画面より配信を希望する情報を入力します。
6設定が完了したら、「設定完了」ボタンを押します。
7登録内容が確認メールとして配信されてきて、登録終了です。
注意）各携帯電話会社による迷惑メール防止対策等の関係により、以下に該当するアドレスを
使用されている方は本サービスをご利用できませんので、ご了承ください。 
・アドレスの中で「.」が連続していたり、＠マークの前に「.」が付いているアドレス 
・アドレスの先頭が英字でないもの     例）kiho...town@ ～ 、kiho.@ ～ 、-kiho-@ ～ 

紀宝町メール配信サービス

こちらは、紀宝町メール配信サービ
スです。
メール配信サービスの登録 ･ 設定変
更・配信停止は､ こちらに空メール
を送信してください｡
entry_dosha@dosha.town.kiho.lg.jp

携帯電話などで迷惑メール防止対策
の設定をされている方は､ 登録され
る前に「@dosha.town.kiho.lg.jp｣
からのメール受信が可能なように設
定を行ってください｡

２

From: 紀宝町メール配信サービス
Subject: 配信登録案内

紀宝町メール配信サービスです。
登録 ･ 設定変更・配信停止は、下記
のアドレスにアクセスして行ってく
ださい。
●重要：あなた専用のアドレスです。
転送しないで下さい。
http://touroku.kiho-mail.jp
/touroku/1LnftW1YUtcB1LrP3e
1Sk3Vm7o5juO8tyf6t8uuGS47x
R5xS26NpjV7BrfhH1BO6Q 
■登録に当たっては、配信を希望す
る情報を指定していただく操作が必

３

紀宝町メール配信サービス
こちらは、紀宝町メール配信サービ
スです。
本サービスを希望される方は、下記
の「ご利用上の注意」をご確認のう
え、お申し込みください。

ご利用上の注意

「ご利用上の注意」の内容に同意され
る方は、「同意して登録」ボタンを押
してください。設定変更の場合もこ
ちらのボタンを押してください。

同意して登録

４

クリック クリック

紀宝町メール配信サービス
①氏名（ニックネーム）
氏名を入力してください。ニック
ネームも可能です。

②土砂災害危険度情報
危険度レベルとメール情報を希望す
る地区を選択してください。地区は複
数選択できますが、あまり多いとメー
ルが多数配信されることがあります。
 【危険度レベル】
　○配信は希望しない
　◎危険レベル（高）以上から
　○警戒レベル（中）以上から
　○注意レベル（低）以上から
※危険度レベルは、「注意」⇒「警戒」
⇒「危険」の順に高くなります。

【配信対象地区】
□全地区

（注意：メールが多数配信されます）
□井田
□神内
□成川
□鮒田
□高岡
□北桧杖
□瀬原
□浅里
□大里
～

５

③メール配信を希望する情報の□に
チェックを入れてください。
□気象情報（警報）
□津波注警報
□地震情報
□役場からのお知らせ
※　～注意書き（略）～
全ての設定が完了しましたら、「設定
完了」ボタンをクリックしてください。
登録後、確認用のメールを送信いたし
ますので、ご確認ください。
なお、確認用のメールが届かない場合
は、再度登録作業を行ってください。

設定完了

６

From: 紀宝町メール配信サービス
Subject: 配信登録確認

紀宝町メール配信サービスです。
下記内容にて、メール配信サービスに
登録を行いました。
本メールに身に覚えがない場合は、恐れ
入りますが、下記までご連絡願います。
紀宝町役場　0735-33-0335

■氏名
　紀宝太郎
■配信情報
土砂災害危険度情報
　　危険レベル以上

～

７

記入

お好きな

ところに

チェック

希望する

地区に
チェック

配信希望
に

チェック

確認

１

クリック

クリック

◆備えあれば憂いなし　　今日から始める防災対策　　シリーズ⑦
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10月号

主な電話番号 － telephone －

役 場 総 務 課　（33）0333
保 健 セ ン タ ー　（32）3700
相 野 谷 診 療 所　（34）0011
鵜 殿 図 書 館　（32）4646
ま な び の 郷　（32）0241
ウ ミ ガ メ 公 園　（32）3686
神内福祉センター（32）2023
鵜殿福祉センター（32）0957
お か け 間 違 え の な い よ う に！

◆
年
金
額
の
上
乗
せ
と
な
る

付
加
保
険
料

・
付
加
保
険
料
と
は

　

平
成
23
年
度
の
老
齢
基
礎
年

金
の
年
金
額
は
、
40
年
間
保
険

料
を
納
め
た
場
合
の
満
額
で
７

８
８
，
９
０
０
円
で
す
が
、
老

後
に
よ
り
多
く
の
年
金
を
受
け

た
い
と
考
え
て
い
る
方
の
た
め

に
、
付
加
保
険
料
（
月
額
４
０

０
円
）
を
納
付
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
定
額
保
険

料
と
あ
わ
せ
て
月
額
１
５
，
４

２
０
円
を
納
付
期
限
ま
で
に
納

付
す
る
こ
と
で
、
付
加
年
金
が

老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

・
付
加
年
金
の
額
は
（
支
給
額
）

　
「
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料

の
納
付
月
数
」
で
計
算
さ
れ
、

年
金
を
２
年
以
上
受
給
す
る

と
、
支
払
っ
た
付
加
保
険
料
以
上

の
付
加
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
住
民

課
国
民
年
金
係
（
☎
33
―
０
３

３
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

10
月
の
尾
鷲
社
会
保
険
事
務

所
の
職
員
に
よ
る
年
金
相
談

は
、
10
月
19
日
㈬
午
前
10
時
か

ら
午
後
２
時
ま
で
、
役
場
２
階

小
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

町の人口 － population －

平成23年８月末現在（前月比)
人口 １２, ０９０（－１ )

男 ５, ６９９（－１ )
女 ６, ３９１（±０ )

世帯 ５, ４６７（＋３ )

　

広
報
ク
イ
ズ
の
当
選
者
を
発

表
し
ま
す
。

９
月
号
の
正
解

　

①
減
塩
②
運
動
③
休
日

　

④
三
重
⑤
笑
顔

９
月
号
の
当
選
者

（
応
募
総
数
14
通
・
正
解
者
14
通
）

賞
品
は
「
マ
コ
モ
た
け
」

・
土ど

じ
り尻

秀ひ
で
こ子

さ
ん
（
成
川
）

・
森も

り
し
た下
茜あ

か
ねさ
ん
（
井
田
）

・
門か

ど
た田

譲じ
ょ
う
じ二

さ
ん
（
井
田
）

・
濱は

ま
な
か中
祐ゆ

う
じ次
さ
ん
（
神
内
）

・
玉た

ま
き置
佑ゆ

う
こ子
さ
ん
（
鵜
殿
）

▼
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
調
整

課
（
☎
33
―
０
３
３
４
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

紀
宝
町
教
育
委
員
会
で
は
、

障
が
い
の
あ
る
児
童
の
支
援
を

行
う 

「
学
校
特
別
支
援
要
員
」

（
非
常
勤
職
員
）
１
名
を
次
の

と
お
り
至
急
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

看
護
師
の
免
許
取

得
者

勤
務
校　

紀
宝
町
内
小
学
校

勤
務
時
間　

月
～
金
の
学
校
の

授
業
の
あ
る
日
の
６
時
間
程
度

（
休
業
日
勤
務
を
要
し
な
い
）

勤
務
待
遇　

紀
宝
町
非
常
勤
職

員
取
扱
要
項
に
準
拠

▼
勤
務
時
間
、
勤
務
内
容
、
提

出
書
類
、
待
遇
な
ど
詳
し
く
は

町
教
育
委
員
会
（
☎
33
―
０
３

４
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
「
救
急
医
療
情
報

セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
休
日
や
夜

間
の
医
療
情
報
な
ど
を
熊
野
市

消
防
本
部
通
信
指
令
室
が
窓
口

と
な
り
案
内
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
23
年
10
月
１
日
か
ら

「
三
重
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
が

開
設
さ
れ
、
津
市
の
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
で
三
重
県
全
体
の
案
内

業
務
を
一
括
し
て
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
和

歌
山
県
側
の
案
内
も
実
施
し
ま

す
。
電
話
番
号
は
こ
れ
ま
で
ど

お
り
で
す
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
９
７
〔
89
〕
１
１
９
９

▼
詳
し
く
は
、
熊
野
市
消
防
本

　

口
蹄
疫
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
な
ど
、
一
回
発
生
す
る
と
社

会
的
影
響
が
非
常
に
大
き
い
家

畜
の
病
気
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
病
気
の
情
報
を
提
供
し
た

り
、
注
意
を
呼
び
か
け
た
り
す

る
た
め
に
、
ペ
ッ
ト
と
し
て

偶ぐ
う
て
い蹄

類
（
牛
、
山
羊
、
羊
、
豚
、

い
の
し
し
）、
家
き
ん
類
（
鶏
、

あ
ひ
る
、
か
も
等
）
を
飼
っ
て

い
る
方
の
情
報
を
集
め
て
い

ま
す
。
飼
育
を
さ
れ
て
い
る
方

は
、
役
場
産
業
建
設
課
（
☎
33

―
０
３
３
６
）
ま
た
は
紀
州
家

畜
保
健
衛
生
所
（
☎
０
５
９
７

―
89
―
２
４
５
５
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
10
月
18
日
㈫
か
ら

10
月
24
日
㈪
ま
で
の
「
秋
の
行

政
相
談
週
間
」
に
あ
わ
せ
、
次

の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時　

10
月
26
日
㈬

午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー（
神
内
）

行
政
相
談
委
員　

久き
ゅ
う
は
ら原
章し

ょ
う
さ
く作
さ

ん（
成
川
・
☎
22
―
６
６
０
５
）、

畑は
た
な
か中
英ひ

で
ふ
み文
さ
ん
（
鵜
殿
・
☎
32

―
３
２
３
６
）

▼
行
政
相
談
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
総
務
省
三
重
行
政
評
価
事

務
所
（
☎
０
５
９
―
２
２
７
―

６
６
６
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

部
消
防
救
急
課
通
信
指
令
係（
☎

０
５
９
７
〔
89
〕
０
１
１
９
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

紀宝町下水道サービス株式会社
浄化槽のご相談は

0120-620-690
フリーダイヤル

紀宝町鵜殿１３７５番地１
TEL：0735-33-0360（代）
FAX：0735-33-0365 
ＨＰ：http://pfi-kiho.sakura.ne.jp

とみむろクリニック
内科・整形外科・リハビリテーション科
外科・肛門科（送迎専用電話  090-7484-1050）

休診：土・日・祝

☎ 0735（28）1030　（医学博士  冨室徹哉）
紀宝町成川 44－1（JA 紀宝支店隣）

胃カメラ（経鼻内視鏡）　腹部超音波検査
リハビリ機器多数完備 　マッサージ（肩こり・腰痛）

ま
ど
ぐ
ち
国
民
年
金

広

報

ク

イ

ズ

当

選

者

発

表

紀
宝
町
学
校
特
別

支
援
要
員
を
募
集

救
急
医
療
情
報
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
開
設

愛あ
い
が
ん玩

家
畜
、
愛
玩
鶏

を
飼
育
し
て
い
る
方

を
探
し
て
い
ま
す

10
月
18
日
～
24
日
は

秋
の
行
政
相
談
週
間

お知らせ

メール便

mail information

広報きほう 町ホームページ

大きさ １枠　縦 45㍉×横 86㍉ 縦 60ピクセル×横 150ピクセル

掲載料
 １枠につき月額で、

  町内事業者  　7,000 円

  町外事業者　10,000 円

  １枠につき月額で、

   町内事業者　3,000 円

   町外事業者　5,000 円

　町では、「広報きほう」のこの位置と、「町ホー
ムページ」のトップページに有料広告を掲載し
ています。みなさんの会社やお店の宣伝にご利
用ください。詳しくは、役場企画調整課（☎３
３－０３３４）までお問い合わせください。

広告を掲載しませんか
広報きほう、町ホームページに

　

今
月
号
は
、
通
常
の
広
報

は
お
休
み
し
、
災
害
臨
時
号

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

Health　October　Calendar

10 月の健康カレンダー

※ 変更する場合がありますので、確認のうえ受診してください。
※ 診療科目が異なる場合は、三重県救急医療情報センターコールセンター 

（☎０５９７－８９－１１９９）にご相談ください。

◆ 10 月の休日当番医
日 病 院 名 内科・外科

２日 湊 口 医 院 ☎（31）6660 内 科

９日 湊 口 ク リ ニ ッ ク ☎（21）3710 内 科

10日 米 良 医 院 ☎（22）2710 内 科

16日 米 良 ク リ ニ ッ ク ☎（21）7878 外 科

23日 佐 野 内 科 ☎（28）3266 内 科

30日 坂 下 小 児 科 ☎（22）0115 小 児 科

日・祝 紀南医師会 応急診療所 ☎0597（88）1001 内 科

◆ 子どもとお母さん（会場 紀宝町保健センター）

日 内 容 と 開 催 時 間

25日 す く す く 育 児 相 談　（午前９時30分〜11時30分）

28日
のびのびキッズ広場　（午前 10 時〜 11 時 30 分）

※要予約：ご希望の方は、保健センターまで。

※持ち物：お茶　　　　参加費 ：子ども一人 50 円
※午前９時 30 分開放、午前 10 時までにお越しください。

日 会 場 と 開 催 時 間

7・14・21・28日 保健センター （午後１時～２時 30 分）

 ※ 運動しやすい服装でおこしください。
 ※ 持ち物：タオル、水分補給のお茶、室内シューズ
 ※ 要予約 ： 詳しくは、紀宝町地域包括支援センター（☎３３－０１７５）まで。

◆ 貯筋運動（イスに座ってできる簡単な運動です）

mail information
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年
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号
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役
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係
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5701　
三
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県

南
牟

婁
郡

紀
宝
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鵜
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324

番
地

　
  

　
 T

EL 0735-33-0334　
FA

X
 0735-32-1102

■
U

R
L http://w

w
w

.tow
n.kiho.lg.jp　

■
 印

刷
／

6,300
部

　
文

化
印

刷
有

限
会

社

　
　

　
　

  自
然

保
護

の
た

め
、

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
お

よ
び

石
油

系
成

分
の

少
な

い
植

物
油

性
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

　

９
月
４
日
、
台
風
12
号
は
記
録
的

な
豪
雨
と
土
砂
災
害
を
も
た
ら
し
、

こ
の
恐
ろ
し
い
大
災
害
で
、
一
人
の

尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
と
ご
遺
族
の
皆

さ
ま
に
、
深
く
お
悔
や
み
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
台
風
12
号
は
、
熊
野
川
な

ど
の
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
な
ど

に
よ
り
、
被
害
は
１
０
０
０
棟
を
超

え
て
い
ま
す
。
一
時
は
、
道
路
や
水

道
、
山
林
農
地
の
被
害
な
ど
、
全
て

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
断
た
れ
、
私
た

ち
も
全
く
経
験
し
た
こ
と
の
無
い
未

曾
有
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
今

も
な
お
一
人
の
方
が
行
方
不
明
と
な

っ
て
お
り
、
全
力
で
捜
索
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
ご
尽
力
い
た
だ
い

て
い
る
警
察
・
消
防
・
地
域
の
皆
さ

ま
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

災
害
直
後
か
ら
、
早
々
の
お
見
舞

い
や
救
援
物
資
、
県
内
外
か
ら
駆
け

つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
数
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

国
・
県
を
は
じ
め
各
種
団
体
の
方
々

か
ら
献
身
的
な
ご
支
援
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
町
が
一
日
も
早
く
再

生
で
き
る
よ
う
、
議
会
、
関
係
団
体

等
と
共
に
力
を
合
わ
せ
、
全
力
で
復

興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

今
こ
そ
、
町
民
の
皆
さ
ま
お
一
人

お
ひ
と
り
の
力
を
一
つ
に
し
、
こ

の
困
難
に
打
ち
勝
と
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

と
も
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
23
年
９
月
18
日

紀
宝
町
長　

西
田　

健

紀宝町長

西田 健

復
興
・
再
生
に
　
　
　
　
　
で
取
り
組
み
ま
す
！

全
力


